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第
四
章
　
都
市
写
真
に
お
け
る
ニ
ュ
ー

・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

ー
ー
モ
イ

・
ヴ
ュ
ー
ル

摯パ
リ
』
を
め
ぐ

っ
て

今
橋
映
子

幻
の
写
真
轟

私
は
こ
の
十
数
年
来
、
二
〇
世
紀
の
パ
リ
と
都
市
写
真
と
の
隧
係
を
研
究
し
て
き
た
―

写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は

絵
画
と
異
な
り
、　
一
点
も
の
で
な
く
複
製
芸
術
で
あ
る
゛
し
た
が
っ
て
写
真
を
研
究
対
象
に
扱

つヽ
時
に
は
、
展
覧
会
で

見
る
よ
り
は
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

・
プ
リ
ン
ト
２
以
上
に
、
雑
誌
に
載
っ
た
時
の
記
事
や
、
写
真
纂
の
方
が
重
要
に
な
る
こ

と
が
多
い
。
特
に
■
○
世
紀
の
都
市
写
真
家
は
、
大
抵
の
場
合
フ
オ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た

た
め
、
依
頼
主
の
雑
誌
の
方
針
や
趣
味
に
機
り
回
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
の
世
界
を
独
自
に
構
築
す
る

た
め
に
、
‐写
真
集
」
と
い
う
媒
体
に
そ
鍛
可
能
性
を
求
め
る
写
真
家
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
ゥ

な
か
で
も

（パ
リ
）
は
、
写
真
築
の
テ
ー
で
と
し
て
、　
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
単
な
る
観
光
本
で
は
な
い
。
む
し
ろ
現
代
写
真
の
実
験
場
と
も
い
う
べ
き
様
相
を
里
し
て
い
る
。
轟
飯
社
側
と

し
て
も
魅
力
的
な
企
画
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
決
し
て
部
数
は
多
い
訳
で
は
な
い
が
、
バ
リ
写
真
集
が
そ
の
ま
ま
、
写
真

史
上
の
優
品
に
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
は
な
い
。
ほ
ん
の
代
表
例
だ
け
挙
げ
て
み
よ
う
。

ジ

ェ
ル
メ
ー
ヌ

・
ク
ル
ル

や
ジ

エ
ー
ヌ

・
ア
ジ

エ

ブ
ラ
ッ
サ
イ

ア
ン
ド
レ

・
ケ
ル
テ
ス

ロ
ベ
ー
ル

・
ド
ア
ノ
ー

イ
デ
ス

ウ
ィ
リ
ー

・
ロ
ニ

エ
ド

・
フ
ー

ン
・
デ
ル

・

瀬
ハ
ン

，
フ
ア
ン

・
デ
ル

ブ
ラ
ッ
サ
イ

サ
ィ
リ
ア
ム

・
ク
ラ
イ
ン

写
真
集
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
分
類
上
、
「版
面
」
と

「刊
行
本
」
の
境
界
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ら
し
く
、
こ

れ
ら
の
優
れ
た
作
品
が
、　
一
般
の
単
行
率
の
よ
う
に
網
羅
的
に
収
集
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
は

長
ら
く
、
あ
る

一
冊
の
幻
の
パ
リ
写
真
集
を
何
と
し
て
も
実
際
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
モ
イ

・

ヴ
ェ
ー
ル

準パ
リ
』
■
九
二
一
年
）
と
い
う
本
で
あ
る
。

筵
ｑ
く
ｏ
い
ヽ
ヽ
こ
黎
や
資
″
”
鮮
〕ヽ
『０
数
ｇ
ｏ
邁
』
お
い
資
お
Ｆ

督
メ
タ
ル
』
（
一
九
二
人
年
）

頸１
０
０
ｘ
パ
リ
』
Ｃ
九
二
九
年
）

囀
ア
ジ
ェ
・
パ
リ
の
写
真
家
』
■
九
二
●
奪
）
〔渋
後
出
版
〕

『夜
の
パ
リ
』
（
一
九
二
二
年
）

囀
ア
ン
ド
レ
・
ケ
ル
テ
ス
の
見
た
パ
リ
』
■
九
二
四
年
）

『パ
リ
郊
外
』
■
九
四
九
年
）

警
愛
の
パ
リ
』
■
九
五
０
年
）

『春
の
大
舞
踏
会
』
■
九
五
一
年
，

囀ベ
ル
ヴ
ィ
ル

・
メ
ニ
ル
モ
ン
タ
ン
』
（
一
九
五
四
年
）

エ
ル
ス
タ
ン
　
鶴セ
ー
メ
左
岸
の
恋
』
■
九
驚
来
年
）

・
コ
イ
ケ
ン

『死
す
べ
き
パ
リ
（
Ｅ
九
薔
〓
年
）

奮
一
九
二
〇
年
代
　
秘
密
の
パ
リ
』
ｔ
九
七
六
年
）

『パ
リ
■
ク
ラ
イ
ン
』
含
一〇
●
二
年
葛
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図 1 モイ・ヴェール『パリ』表紙、1931
年

し
い
こ
と
が
次
第
に
わ
か
っ
て
き
た
‥

ほ
と
ん
ど
市
場
に
出
な
い
た
め
、
も
し
幸
運
に
も
手
に
入
る
と
し
て
も

（日

本
円
で
）

一
〇
〇
万
円
は
軽
く
超
え
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
し
た
事
態
を
出
版
界
も
察
知
し
た
の
か
、

つ
い
に
二
〇
〇
四
年
、
パ
リ
の
出
版
社
５
か
ら

金
局
価
な
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
で
は
あ
る
が
）
完
全
復
刻
版
が
出
さ
れ
た
。

幸
運
に
も
、
そ
れ
を
購
入
す
る
直
前
に
、
私
自
身
も
日
本
で
、
原
本
を
実
見
す
る
機
会
を
よ
う
や
く
得
た
の
で
あ
る

（図
１
）６
ｏ

そ
れ
は
既
出
の
研
究
書
に
掲
載
さ
れ
た
小
さ
な
図
版
で
見
た

（そ
れ
で
も
十
分
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
が
―
―
）
以
上

に
、
圧
倒
的
な
力
を
も

っ
た
写
真
集
で
あ
る
。
二
九

・
三
×
三
二

・
三
セ
ン
チ
の
ほ
ぼ
Ａ
４
判
。
八
〇
ペ
ー
ジ
、　
一
九

三

一
年
に

一
〇
〇
〇
部
発
行
さ
れ
た

（二
〇
〇
四
年
復
刻
版
も

一
〇
〇
〇
部
）。
ペ
ー
ジ
番
号
は
入
っ
て
い
な
い
。
ゆ
る

や
か
に
見
開
き
ニ
ペ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ
ン
と
内
容
が
構
成
さ
れ
て
、
進
行
し
て
い
く
と
い
う
意
図
で
あ
る
ら
し
い
。
ど
の

フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
　
　
　
　
切

と
、
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
が
帰
化
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の

国
立
図
書
館
に
も
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
本
は
パ

リ
で
出
版
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
奇
妙
な

こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
出
版
年
鑑
に
記
載
す
ら
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
写
真
関
係
の
専
門
司
書
が
、
首
を

ひ
ね
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
じ
つ
は
私
と

は
縁
の
遠
い
古
書
の
領
域
、
し
か
も
写
真
集
を
収
集

す
る
マ
ニ
ア
に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
垂
涎
の
代
物
ら

ペ
ー
ジ
で
も
よ
い
が
、
例
え
ば
こ
の
見
開
き

（図

２
）
を
見
て
み
よ
う
。
観
る
者
は
最
初
、
ち
ょ
っ
と

混
乱
し
た
、
あ
る
い
は
ぼ
ん
や
り
し
た
イ
メ
ー
ジ
の

渦
の
な
か
に
投
げ
込
ま
れ
る
。
が
、
目
を
凝
ら
す

と
、
そ
れ
が
重
複
し
た
イ
メ
ー
ジ
、
つ
ま
リ
フ
ォ
ト

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
左
ペ
ー
ジ

は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
が
背
負
う
広
告
板
や
、
通
行

人
た
ち
。
下
方
に
う

つ
む
い
て
通
り
す
ぎ
る
少
女
も

見
え
る
。
右
ペ
ー
ジ
は
上
、
下
二
枚
の
映
像
だ
が
、

各
々
が
さ
ら
に
複
数
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
重
ね
焼
き
で

あ
る
。
混
乱
と
も
称
す
べ
き
車
と
人
の
雑
踏
。
あ
る

い
は
、
普
段
決
し
て
誰
も
注
視
し
な
い
だ
ろ
う
塀
や

門
の
下
方
部
分
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

も
う

一
度
、
写
真
集
を
少
し
離
し
て
全
体
を
眺
め

て
み
る
。
と
、
そ
こ
に
は
複
数
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ら

わ
れ
て
は
消
え
る
よ
う
な
独
特
の
リ
ズ
ム
が
醸
し
出

さ
れ
て
来
る
。
撮
影
さ
れ
た
の
は
パ
リ
の
名
所
旧
蹟

と
は
程
遠
く
、
し
か
も
現
代
都
市
の
モ
ダ
ン
な
最
新

設
備
で
も
な
い
。
む
し
ろ
日
常
に
深
く
食
い
込
み
つ
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つ
、
け
れ
ど
も
日
常
の
手
垢
に
ま
み
れ
る
こ
と
の
な
い
映
像
感
覚
。
こ
こ
に
映
画
の
手
法

（後
述
）
の
影
響
を
見
る
こ

と
も
、
容
易
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
驚
異
的
な
の
は
、
先
の
パ
リ
写
真
集

一
覧
に
戻
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ

が
、
そ
う
し
た
出
版
形
態
の
最
初
期
に
出
て
、
す
で
に
ひ
と
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
完
成
の
域
に
達
し
て
し
ま

っ
た
―
―
と

い
う
事
実
な
の
で
あ
る
。　
一
体
こ
の
写
真
集
の
制
作
者
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
？

モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
と
は
誰
か

モ
イ

・
ヴ

ェ
ー
ル

（〓
９
く
ｑ
　
一
九
〇
四
～

一
九
九
五
年
）
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
不
思
議
な
名
前

（偽
名
）
の
写
真

家
の
本
名
は
、
モ
シ
ェ
・
ラ
ヴ
ィ
ヴ

＝
フ
オ
ロ
バ
イ
シ
ッ
ク

（〓
ｏ
３
０
刀
を
７
く
ｏ
３ヽ
の一３
こ
で

現
在
の
リ
ト
ア
ニ
ア

の
首
都
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
に
生
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は
古
く
か
ら
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
覇
権
を

争
い
、
文
化
的
に
も
複
雑
な
混
住
状
態
に
あ

っ
た
。
ま
た

「北
方
の
エ
ル
サ
レ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
ユ
ダ
ヤ
人
が
多

く
住
み
つ
き
、　
一
八
七
七
年
の
統
計
で
は
総
人
口
の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
モ
イ

・

ヴ
ェ
ー
ル
の
青
年
時
代
、　
一
九
二
〇
年
代
頃
ま
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
関
係
は
比
較
的
良
好
で
あ

っ
た
。

し
か
し

一
九
二
六
年
の
ク
ー
デ
タ
を
き

っ
か
け
に
事
態
は

一
変
す
る
。
新
首
相
ヴ
ォ
ル
デ
マ
ラ
ス
を
中
心
に
、
リ
ト
ア

ニ
ア
で
は

「鉄
狼
団
」
な
る
強
力
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
体
制
が
生
ま
れ
た
８
ｏ
政
治
家
、
軍
人
、
実
業
家
、
学
生
な
ど
か

ら
成
る
組
織
で
、
実
質
的
に
は
テ
ロ
組
織
と
し
て
暗
躍
し
、
都
市
部
の
ユ
ダ
ヤ
人
に

「
ポ
グ
ロ
ム
」
（集
団
襲
撃
）
を

加
え
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
信
奉
者
が
多
く
、
大
半
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
目
指
し
て
亡
命
し
た
と

い
う
。
首
都
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
は
三
〇
年
代
末
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
対
リ
ト
ア
ニ
ア
の
領
有
問
題
で
も
も
め
つ
づ
け
た
。　
一

九
四
〇
年
ソ
ビ
エ
ト
軍
に
占
領
さ
れ
た
後
、　
一
九
四

一
年
以
降
進
攻
し
た
ナ
チ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
粛
清
を
徹
底
的
に
お
こ

な
い
、　
一
九
四

一
年
に
二
六
万
五
〇
〇
〇
人
居
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
う
ち
、
じ
つ
に
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
殺

ゴθ2

害
さ
れ
た
と
い
う
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
最
も
悲
惨
な
状
況
で
あ

っ
た
。
詳
細
な
証
言
は
な
い
が
、
モ
イ

・
ヴ
ェ

ー
ル
こ
と
ラ
ヴ
ィ
ヴ

＝
フ
オ
ロ
バ
イ
シ
ッ
ク
が
リ
ト
ア
ニ
ア
を
出
国
し
た
の
は
、
鉄
狼
団
成
立
直
後

一
九
二
六
～

一

九
二
七
年
と
見
て
差
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
彼
も
ま
た
東
方
ユ
ダ
ヤ
人
の
亡
命
者
で
あ

っ
た
。

一
九
二
七
年
ド
イ
ツ

・
デ
ッ
サ
ウ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
モ
ホ
イ
＝
ナ
ジ
や
カ
ン
デ
イ
ン
ス
キ
ー
か
ら
写
真
と
デ
ザ
イ
ン

の
基
本
を
学
ん
だ
彼
は
、
翌

一
九
二
八
年
秋
、
さ
ら
に
パ
リ
に
留
学
し
た
。
こ
こ
で
写
真
映
画
専
門
学
校

Ｏ
ｏｏ
お

け
ｏＦ
】ρ
用

８

も
ぎ
けｏ
唄
Ｓ
，
お
８

ヽ
の
ｏ】８
日
”８
鴨
も
す
じ

に
入

っ
て
い
る
。
ラ
イ
カ
を
購
入
し
た
後
、
ラ
ヴ
ィ
ヴ

＝

フ
オ
ロ
バ
イ
シ
ッ
ク
が
撮
影
の
対
象
に
選
ん
だ
の
は
、
故
郷
の
街
ヴ
イ
リ
ニ
ュ
ス
、
し
か
も
ユ
ダ
ヤ
人
ゲ
ッ
ト
ー
で
あ

る
。　
一
九
二
九
年
に

一
度
帰
郷
、
取
材
の
成
果
を
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
シ
オ
ニ
ス
ト
大
会
で
展
覧
し
た
こ
と
が
き

っ
か

け
と
な
り
、　
一
九
三

一
年
に
最
初
の
書
物

『東
方
の
グ
ッ
ト
ー
　
ヴ
ィ

リ
ニ
ュ
ス
』
（図
３
）
が
刊
行
さ
れ
た
９
ｏ

つ
ま
り
彼
は

一
九
三

一
年
に
二
冊
の
都
市
写
真
集
を
出
版
し
た
こ
と

に
な
る
。
フ
ォ
ロ
バ
イ
シ
ッ
ク
と
い
う
本
名
で
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
の
、
そ

し
て
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
と
い
う
偽
名
で
パ
リ
の
写
真
集
を
、
で
あ
る
。

今
日
そ
の
双
方
が
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
の
は

一
体
な
ぜ
だ
ろ

つヽ
か
。

写
真
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
ー
ー
新
し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

モ
イ

・
ヴ

ェ
ー
ル

（以
下
偽
名
で
統

一
）
が
、　
一
九
二
〇
年
代
末
の

デ
ッ
サ
ウ

（バ
ウ
ハ
ウ
ス
）
と
、
パ
リ
で
、
写
真
を
学
ん
だ
と
い
う
伝

図3 モイ・ヴェール F東方のゲットー ヴィリ
ニュス」表紙 (ドイツ語)および裏表紙 (イデ
ィッシュ語)、 1931年
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ド
Ｈ
　
　
　
る
現
場
そ
の
も
の
に
立
ち
会
っ
て
い
た

４ ロベ．，レ．
¨
　

　

一
一
一
｛
一
¨
¨
¨
し ズ 一
¨
¨
一
〕
］
較 二 末

図
ク
　

　

文
化
論
的
観
点
か
ら
見
て
非
常
に
興
味

深
い
の
は
、
そ
の
現
象
が
ま
さ
し
く
世
界
同
時
多
発
的
に
お
こ
っ
た
―
―
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
ド
ィ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
は
言
う
に
及
ば
ず
、
例
え
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
マ

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
ス
リ
ラ
ン

カ
μ
…
‥
と
い
つ
た
具
体
的
地
域
名
ま
で
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
通
常
、
芸
術
運
動
の
伝
播
は
、
文
学
で

も
絵
画
で
も
影
響
―
受
容
関
係
で
語
ら
れ
や
す
い
が
、
こ
と
写
真
に
関
し
て
は
違

つヽ
の
で
あ
る
。

写
真
の
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
発
生
期
か
ら
根
強
い

「写
真
は
ア
ー
ト
か
？
」
と
い
う

疑
義
に
抗
す
る
た
め
に

一
九
世
紀
後
半
か
ら
今
世
紀
に
か
け
て
こ
れ
も
ま
た
、
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ー２
に
ま
で
及

ぶ
規
模
で
隆
盛
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
は
芸
術
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
の
も
と
に
、
風
景
、
静
物
や
人
物

（特
に
女

性
）
が
テ
ー
マ
と
し
て
好
ま
れ
、
絵
画
と
見
紛
う
よ
う
な
映
像
が
作
ら
れ
た

（図
４
）。
ネ
ガ
や
プ
リ
ン
ト
の
表
面
を

こ
す
っ
た
り
、
補
筆
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の
技
法
を
用
い
た
り
し
て
、
柔
ら
か
で
神
秘
的
な
効

果
を
狙
っ
た
り
し
た
。
世
紀
末
の
象
徴
主
義
に
も
相
通
ず
る
美
学
を
も
っ
た
写
真
家
も
い
る
。
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の

印
画
法
は
精
緻
な
ま
で
の
技
巧
を
極
め
、
現
在
で
は
む
し
ろ
市
場
価
値
を
取
り
戻
し
て
い
る
か
の
観
す
ら
あ
る
。　
一
九

二
〇
年
代
後
半
、
ア
カ
デ
ミ
ー
化
し
た
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
旧
弊
を
打
破
す
る
た
め
に
、
新
た
に
台
頭
し
た
の
が
モ

ダ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
実
質
的
に
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
な
っ
た
の
が
、　
一
九
二
九
年
五
～
七
月
ド
イ
ツ

・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た

「映
画
と
写
真
」
展

（Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
と
略
称
）
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
広
告
、
科
学
、
工
業
写

真
に
至
る
ま
で
幅
広
い
展
示
が
な
さ
れ
た
が
、
前
衛
写
真
と
し
て
は
、
「
ノ
イ
エ
・
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
カ
イ
ト

（新
即
物

主
義
こ

と

「
ニ
ュ
ー

・
ヴ
ィ
ジ
ヨ
ン
」
の
二
傾
向
が
主
張
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
興
写
真
家
た
ち
が
目
指
し

た
の
は
、
人
間
の
眼
に
依
拠
す
る
芸
術
写
真
で
な
く
、
カ
メ
ラ
の
眼
に
依
拠
す
る
世
界
の
新
し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

で
あ
る
。

例
え
ば

「
ノ
イ
エ
・
ザ

ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
カ
イ
ト
」
の
代
表
的
写
真
家
ア
ル
ベ
ル
ト

・
レ
ン
ガ
ー
＝
パ
ッ
チ
ュ
の

一
枚

（図
５
）。
新
即
物
主
義
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
写
真

〔
＝
ソ
フ
ト
フ
オ
ー
カ
ス
を
か
け
な
い
〕
で
き
わ
め
て

鮮
明
な
プ
リ
ン
ト
を
作
り
出
し
、
計
算
さ
れ
た
照
明
に
よ
っ
て
影
を
払
拭
し
て
、
対
象
物
の
造
形
性
を
強
調
す
る
。

同
時
期
、
ド
イ
ツ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト

や
東
欧
の
構
成
主
義
運
動
と
も
連
動
し
て
、
「
カ
メ
ラ

の
眼
」
の
可
能
性
を
最
大
限
押
し
拡
げ
る
試
み
が
な
さ

れ
た
。
技
法
と
し
て
の
フ
オ
ト
グ
ラ
ム
、
コ
ラ
ー
ジ

ュ
、
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
加
え
、
極
端
に
俯
敵
的

あ
る
い
は
仰
観
的
な
ア
ン
グ
ル
や
、
細
部
の
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
な
ど
。
こ
う
し
た

「
ニ
ュ
ー

・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」

は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
同
時
並
行
し
て
、
ソ

ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
ト
ー
シ
ョ
ン
、
ネ
ガ
の
重

図5 レンガー =パッチュ『世界は美し
いJよ り、1929年 (「階段の吹き抜
け」)
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ね
焼
き
…
…
な
ど
つ
ぎ
つ
ぎ
と
編
み
出
さ
れ
て
い
っ
た

（図
６
）。
パ
リ
で
写
真
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
成
立
し
た
の
は

一

九
二
八
年
と
さ
れ
て
い
る
１３
ｏ
本
論
冒
頭
で
紹
介
し
た
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル

『パ
リ
』
の
映
像
は
、
ま
さ
に
彼
が
教
育
を

受
け
、
活
動
の
場
を
得
た
デ
ッ
サ
ウ
／
パ
リ
の
写
真
界
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
モ
イ

・
ヴ
ェ

ー
ル
は
写
真
集

『パ
リ
』
の
た
め
に
、
何
と
六
〇
五
枚
も
の
ネ
ガ
を
用
い
て
、
八
〇
枚
の
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
仕

上
げ
た
と
い
う
。
お
よ
そ
観
光
写
真
や
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
か
け
離
れ
た
そ
の
都
市
表
現
は
、
ニ
ュ
ー

・
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
の
申
し
子
と
称
し
て
も
よ
い
ほ
ど
だ
ろ
う
。

日
本
写
真
界
の
反
応

と
こ
ろ
で
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
は
こ
う
し
た
写
真
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
欧
米
と
同
時
進
行
さ
せ
た
。
日
本

で
は

「新
興
写
真
」
と
称
さ
れ
る
写
真
運
動
は
、　
一
九
三
二
年
五
月
～

一
九
三
三
年

一
二
月
ま
で
、
ゎ
ず
か

一
人
冊
を

刊
行
し
て
休
刊
し
た
雑
誌

『光
画
』
１４
に
、
そ
の
最
良
の
軌
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
例
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
は

「独
逸
国
際
移

動
写
真
展
」
と
い
う
名
称
で
、
写
真
の
み
の
展
覧
会

（た
だ
し
出
品
点
数
は
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
）
と
し
て

一
九
三

一

年
、
東
京
、
大
阪
を
巡
回
し
、
若
い
写
真
家
た
ち
に
多
大
な
刺
激
を
与
え
た
。
し
か
し
米
仏
に
留
学
し
た
中
山
岩
太

（図
７
ａ
）、
あ
る
い
は
安
井
仲
治
の
よ
う
な

『光
画
』
の
中
心
的
写
真
家
た
ち
は
す
で
に
、
「新
興
写
真
」
の
あ
ら
ゆ

る
実
験
に
手
を
伸
ば
し
て
い
た
の
で
あ
る
。　
一
方
で
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
層
の
厚
い
日
本
の
写
真
界
に
は
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
精
神
や
技
法
を
即
座
に
自
分
の
も
の
と
し
、
決
し
て
擬
い
物
で
な
い
独
自
の
表
現
へ
と
発
展
さ
せ
る
地
盤
が
整

つ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。　
一
九
三
二
年
に
は
す
で
に
堀
野
正
雄
の
実
験
的
写
真
集

『カ
メ
ラ

・
眼
×
鉄

・
構
成
』
１５

（木
星
社
書
院
、
図
７
ｂ
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ク
ル
ル
の

『メ
タ
ル
』
（
一
九
二
八
年
）、

そ
し
て
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル

『パ
リ
』
貧
九
三
一
年
）
と
ま
さ
し
く
同
時
代
の
写
真
集
で
あ
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
今

一

fθ6

(右上)

(左上)

(右下)

(左下)

図6a フォ トグラムの例 (モ ホイ=ナ ジ、
1926年 )
図6b ソラリゼーションの例 (マ ン・ レイ、
1930年 )
図6c ディストーションの例 (アンドレ・ケル
テス、1933年 )
図6d 極端なアングルの例 (ラルフ・スタイナ
ー「ニューヨーク」1926年)
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度
思
い
至
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

写
真
雑
誌

『光
画
』
の
第

一
巻
第

一
号

（
一
九
三
二
年
五
月
）
に
は
伊

奈
信
男
の
論
文

「写
真
に
帰
れ
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
モ
ホ
イ
＝
ナ

ジ
な
ど
の
理
論
を
受
け
、
日
本
に
お

け
る
新
興
写
真
の
方
向
性
を
高
ら
か

に
宣
言
し
た
と
さ
れ
る
論
文
だ
が
、

今
回
再
読
し
て
む
し
ろ
興
味
深
い
の

は
、
伊
奈
が
す
で
に
進
行
中
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
写
真
の
危
険
性
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「光
線
に
よ
る
造
形
」
〔
＝
モ
ホ
イ
＝
ナ
ジ
の
言
〕
―
―
こ
れ
こ
そ
、
写
真
芸
術
の
全
領
域
を
遺
憾
な
く
薇
ふ
定

義
と
し
て
、
或
る
意
味
に
於
て
は
、
最
も
正
し
い
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
稀
薄
な
る
内
容
を
持
つ

と
同
時
に
、
あ
ま
り
に
、
形
式
主
義
的
規
定
で
あ
る
。
「
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
」
は
、
そ
の
純
粋
な
る
も
の
に
於
て

は
、
か
の

「絶
対
絵
画
」
〔
＝
ピ

ュ
リ
ス
ム
の
こ
と
か
〕
と
、
本
質
的
に
何
等
異
る
所
は
な
い
。
Ｔ
…
し
そ
し
て

遊
戯
的
な
唯
美
主
義
に
陥
る
結
果
と
な
り
易
い
。

ま
た

「
フ
ォ
ト

・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
は
そ
の
良
き
側
面
に
於
て
は
、
確
に
鋭
い
人
生
の
解
釈
と
批
判
を
与
へ
、

(上)図 7a 中山岩太「マッチとパイプ」1927
年

(下)図 フb 堀野正雄『カメラ 。眼×鉄・構成』
(1932年 )よ り

強
烈
な
る
意
味
内
容
を
包
含
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
他
の
半
面
に
於
て
は
、
全
く
形
式
の
遊
戯
に
堕
し

去
る
危
険
性
を
多
分
に
蔵
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
⌒
　
〕
内
引
用
者
ヽ

伊
奈
信
男
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
写
真
が
両
刃
の
剣
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
論
調
は
、
前

年
ヴ
ア
ル
タ
ー

・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が

「写
真
小
史
」
亀
文
学
世
界
』

一
九
三
一
年
）
で
論
じ
た
つ
ぎ
の
件
と
奇
し
く
も
呼

応
し
て
い
る
。

「世
界
は
美
し
い
」
〔
＝
レ
ン
ガ
ー
＝
パ
ツ
チ
ュ
写
真
集
の
題
名
の
こ
と
〕
―
―
こ
れ
が
そ
の
標
語
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
こ
の
標
語
に
は
、
あ
る
種
の
写
真
の
も
っ
て
い
る
姿
勢
が
露
呈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
ん
な
缶
詰
で

も
宇
宙
の
な
か
に
モ
ン
タ
ー
ジ
ユ
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
缶
詰
が
登
場
し
て
く
る
人
間
的
な
脈
絡
を
ひ
と
つ
も

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
写
真
、
し
た
が
っ
て
最
も
夢
想
的
な
主
題
を
扱
う
と
き
で
も
、
そ
れ
を
認
識
す
る
さ

き
が
け
と
な
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
商
品
化
す
る
さ
き
が
け
と
な
る
写
真
の
姿
勢
が
。

（久
保
哲
司
氏
訳
、
〔　
〕
内
引
用
者
）１７

同
時
代
に
世
界
規
模
で
進
行
し
、
そ
の
可
能
性
も
危
険
性
も
語
ら
れ
た
写
真
の
ニ
ュ
ー

・
ヴ
ィ
ジ
ヨ
ン
。
そ
れ
で
は

モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
の
フ
オ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ユ
写
真
集

『パ
リ
』
は
、
そ
の
困
難
を
い
か
に
乗
り
越
え
、
伊
奈
の
言
う
所

の

「強
烈
な
る
意
味
内
容
」
を
盛
り
込
む
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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実
験
場
と
し
て
の

〈パ
リ
〉

都
市
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
写
真
の
格
好
の
対
象
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
街
の
な
か
に
持
ち
出
せ
る
カ
メ
ラ

が
開
発
さ
れ
た
と
い
う
の
が
そ
の
第

一
の
理
由
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
以
上
に
そ
れ
が
第

一
次
世
界
大
戦
の
あ
と
の

時
代
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
都
市
が
巻
き
込
ま
れ
た
未
曾
有
の
体
験
の
の
ち
、

都
市
は
統
御
さ
れ
た
理
性
に
支
配
さ
れ
た
有
機
体
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
混
沌
と
し
、
つ
ね
に
変
化
す
る
断
片

の
集
合
体
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
写
真
家
ポ
ー
ル

・
ス
ト
ラ
ン
ド
や
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
シ

ー
ラ
ー
は
、　
一
九
二
〇
年
代
早
々
に
機
械
や
工
業
製
品
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
ス
カ
イ
ス
ク
レ
ー
パ
ー
の
撮
影
に
着
手

し
、
力
強
く
肯
定
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
神
話
を
流
布
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
論
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
通
り
、
パ
リ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
写
真
家
た
ち
が
連
綿
と
撮
り
つ
づ
け
た
対
象
で
あ
っ
た
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ア
ジ
ェ
が
図
ら
ず
も
そ
の
先
駆
の
役
割
を
果
た
し
た

（と
い
う
ょ
り
先
駆
と
し
て

「発

見
」
さ
れ
た
ヽ
こ
と
の
意
味
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。
だ
か
ら
こ
そ
パ
リ
は
、
鉄
や
機
械
、
高
層
ビ
ル
に
満
さ
れ
た
現
代

都
市
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
に
、
技
法
こ
そ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
て
も
、
失
わ
れ
て
ゆ
く

も
の
、
周
縁
に
あ
る
も
の
へ
の
視
線
で
確
保
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
ッ
サ
イ
や
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ

ツ
ソ
ン
、
ド
ア
ノ
ー
な
ど
で
は
日
常
の
細
部
が
異
化
さ
れ
、
廃
れ
ゆ
く
も
の
が
救
済
さ
れ
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
視

線
も
ま
た
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
先
に
列
挙
し
た
パ
リ
写
真
集
の
制
作
者
た
ち
が
、
ア
ジ
ェ
と
ド
ア
ノ
ー
を
除
く
と
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
異
邦
人
、
そ
し
て
亡
命
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
パ

リ
の
日
常
の
事
物
、
周
縁
の
人
々
は
、
新
鮮
な
眼
で
捉
え
直
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
彼
ら
が
用
い
る
ニ
ュ
ー

・

ヴ
イ
ジ
ョ
ン
の
技
法
や
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
、
（伊
奈
や
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
危
惧
し
た
よ
う
な
）
形
式
主
義
に
堕
す
る
こ

と
な
く
、
内
容
と
合
致
し
て
生
彩
を
放
つ
に
至
る
。

近
年
私
は
、
パ
リ
写
真
集
の
系
譜
を
整
理
し
直
す
な
か
で
、
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ク
ル
ル

『
メ
タ
ル
』
２

九
二
八

年
）、
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル

『パ
リ
』
貧
九
三
二
年
）、
イ
リ
ア
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ

『わ
が
パ
リ
』
貧
九
三
二
年
）
の
三
冊

が
、
そ
の
最
初
期
に
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
実
験
的
に
こ
の
都
市
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
再
認
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
グ
ラ
フ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
仕
事
を
得
た
ケ
ル
テ
ス
、
ブ
ラ
ッ
サ
イ
ら
の
写
真
集
と

は
、
性
質
を
異
に
す
る
。
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
と
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
の
写
真
集
が
近
年
完
全
復
刻
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
後
の

再
評
価
を
促
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

ク
ル
ル
と
エ
レ
ン
ブ
ル
グ

パ
リ
に
写
真
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
た
女
性
写
真
家
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ク
ル
ル
の
写
真
集

『メ
タ
ル
』
は

一
九

二
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
驚
く
の
は
そ
の
形
態
で
あ
る
。
峡
型
の
箱
に
、
六
四
葉
の
写
真

（ナ
ン
バ
ー
入
り
。
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
な
し
）
が
、
プ
レ
ー
ト
状
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
バ
イ
ン
デ
イ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
写
真
集
と
い
う
形

態
、
お
よ
び
そ
の
被
写
体
全
て
が
メ
タ
リ
ッ
ク
な
素
材

（橋
、
鉄
塔
、
ク
レ
ー
ン
、
工
場
、
歯
車
、
機
械
、
部
品
な
ど
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
作
品
の

「新
し
さ
」
を
観
る
者
に
印
象
づ
け
る
。
『メ
タ
ル
』
六
四
葉
の
イ
マ
ー
ジ
ュ

の
う
ち
、
何
と
言
っ
て
も
目
を
惹
く
の
は
、
五
分
の
一
近
く

（
〓
一枚
）
を
占
め
る
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
写
真
で
あ
る
。

し
か
も
あ
の
優
美
な
逆
Ｙ
字
を
か
た
ど
る
塔
の
姿
で
は
な
く
、
巨
大
な
滑
車
と
塔
の
骨
組
み
が
複
雑
に
入
り
組
む
写
真

で
あ
っ
た
り
、
下
か
ら
極
端
な
ア
ン
グ
ル
で
あ
お
っ
て
撮
っ
た
た
く
ま
し
い
姿
で
あ
っ
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
緩
や

か
に
上
昇
す
る
際
に
、
そ
の
美
し
い
骨
組
み
を
収
め
た
映
像
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
は
圧
倒
的
な
力
強
さ
な
の
で
あ

る

（図
８
）。
た
だ
し
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
カ
メ
ラ
ア
イ
で
あ
る
と
は
い
え
、
ク
ル
ル
の
美
学
を
つ
ぎ
に
特
徴
づ
け
る
の

は
、
六
四
葉
の
バ
ラ
バ
ラ
な
プ
レ
ー
ト
か
ら
成
る

「断
片
の
美
学
」
で
あ
る
。
『メ
タ
ル
』
の
真
骨
頂
は
、
非
構
成
の
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ょ
　
　
　
構
成
に
こ
そ
あ
る
。
そ
の
う
え
メ
タ
リ
ッ

周
　
　
　
ク
な
対
象
物
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
全
体

″
　
　
　
像
を
撮
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
「部
分
」
と

”
　
　
　
イ
し
、
そ
の

「部
分
」
は
も
は
ゃ
機
能
を

勿
　
　
　
果
た
さ
な
い
。
映
像
そ
の
も
の
が
、
イ
ン

中

訴

夢

誕

踪

澤

さ
て
そ
の

一
方
で
、
イ
リ
ァ

・
ェ
レ
ン
ブ
ル
グ

『わ
が
パ
リ
』
１９
は
ヽ
ク
ル
ル
や
モ
イ

・
ヴ

ェ
ー
ル
と
は
逆
方
向

に
、
か
な
り
長
い
テ
ク
ス
ト

（原
文
ロ
シ
ア
語
）
を
効
果
的
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
写
真
集
は
、
同
じ
く
ロ
シ
ァ
人
の

前
衛
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
エ
ル

・
リ
シ
ツ
キ
ー
の
装
慎
本
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
重
要
な
の
は
、
ェ
レ
ン

ブ
ル
グ
が
リ
シ
ツ
キ
ー
の
構
成
主
義
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
現
代
性

（図
９
）
を
テ
ク
ス
ト
で
巧
妙
に
裏
切
り
、
「
私
は
、

パ
リ
が
不
幸
で
あ
る
が
故
に
愛
す
る
」
―
―
と

一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
ぁ
る
。
全
三
三
章
で
と
り
上
げ
ら
れ

る
ト
ビ

ッ
ク
ス
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ゃ
七
月

一
四
日
、
店
先
、
日
曜
…
…
な
ど
パ
リ
の

「
日
常
」
を
注
視
す
る
の

ち
の
パ
リ
写
真
を
先
取
り
す
る
話
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
驚
く
の
は
、
ベ
ン
チ
や
浮
浪
者
、
公
衆
便
所
や
墓

地
に
ま
で
注
ぐ
視
線
。
と
り
わ
け
最
終
章

「夢
見
る
老
女
た
ち
」
で
は
、
路
上
や
ベ
ン
チ
で

（半
ば
精
神
を
病
ん
で
い

る
者
も
い
る
）
茫
然
と
座
し
、
夢
見
る
と
も
な
く
何
か
を
ま
な
ざ
す
女
た
ち
に
、
歴
史
長
き
都
会
そ
の
も
の
の
表
象
を

図9 イリア・エレンブルグ『わがパリ』1933年、pp.4-5見 開き

重
ね
合
わ
せ
、
都
市
の
死
と
記
憶
に
思
い
を
致
す
。
パ
リ
写
真
集
は
そ

の
最
初
期
か
ら
、
ニ
ュ
ー

・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
形
式
を
上
回
る
深
度
を
備

え
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
と
パ
リ
の
あ
い
だ

モ
イ

・
ヴ

ェ
ー
ル
が
パ
リ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
ヘ
と
再
亡
命
す
る
の
は

一
九
三
四
年
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
発
つ
前
に
彼
が
刊
行
し
た
の
は
二
冊
の

写
真
集

『東
方
の
ゲ
ッ
ト
ー
　
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
』
と

『パ
リ
』
で
、
と

も
に

一
九
三

一
年
に
出
版
さ
れ
た
。

彼
が
故
郷
の
街
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
を
取
材
し
た
の
は

一
九
二
九
年
で
あ

り
、
そ
れ
は

一
九
二
人
～

一
九
三
四
年
の
パ
リ
亡
命
中
の
こ
と
で
あ

る
。
デ
ッ
サ
ウ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
習
練
し
た
技
術
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
写
真

の
隆
盛
の
な
か
で
培

っ
た
カ
メ
ラ
ア
イ
を
も

っ
て
、
彼
は
故
郷
の
街
に

向
き
合

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ

「異
邦
人
」
と
も
い

う
べ
き
新
し
い
視
線
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

あ
ら
た
め
て
重
要
な
の
は
、
モ
イ

・
ヴ

ェ
ー
ル
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
写
真

技
法
を
手
に
し
な
が
ら
も
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
強
ま
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で

亡
命
者
と
な
っ
て
、
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
と
パ
リ
と
い
う
二
つ
の
都
市
を
同

時
に
撮
影
し
、
写
真
集
に
ま
と
め
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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。



『東
方
の
ゲ
ッ
ト
ー
　
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
』
の
方
は
極
め
て
小
型
で
薄
い

（
一
七
・
五
×
〓
一
・
五
セ
ン
チ
、
六
四
ペ
ー

ジ
）
写
真
集
で
あ
る
が
、
印
刷
の
質
は
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
。
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
ゲ
ッ
ト
ー
の
な
か
に
あ
る

シ
ナ
ゴ
ー
グ
、
街
の
人
々
、
と
り
わ
け
裏
道
の
作
い
や
老
人
た
ち
の
姿
が
目
を
引
く
。
筆
頭
の
図
版
１
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ

（ヽ

１

「古
い
シ
ナ
ゴ
ー
グ
し

が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
だ
ろ
う

（図
１０
１
ι
。
こ
の
図
で
は
左
半
分
の
上
下
で
、
シ
ナ

ゴ
ー
グ
の
同

一
図
版
が

一
部
、
コ
ピ
ー

・
ペ
ー
ス
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
技
法
は
本
写
真
集
で
珍

し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
奇
抜
で
も
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
上
の
新
味
を
出
す
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（図
１０

１
ｂ
）。
例
え
ば
ヽ
３２
‐
３３
は
ユ
ダ
ヤ
人
街
の
商
売
の
様
子

（ヽ

３２

「イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
富
め
り
」
ヽ
３３

「店
先
し

を
見

開
き
で
展
開
し
た
も
の

（図
１０
１
ｃ
）。
上
図
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
下
図
の
俯
敵
技
法
は
、
皮
肉
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
相
乗

効
果
で
む
し
ろ
店
や
人
々
の
貧
し
さ
の
印
象
を
強
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。　
一
方
、
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
の

『パ
リ
』

で
全
ペ
ー
ジ
使
用
さ
れ
て
い
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
技
法
―
―
複
数
ネ
ガ
の
重
ね
焼
き
―
―
は
、
『東
方
の
グ
ッ
ト
ー
』
で

は

一
枚

（ヽ

３５

で
ン
ャ
ッ
タ
ー
し

し
か
な
い
。
む
し
ろ
並
行
作
業
で
進
め
て
い
た
で
ぁ
ろ
う

『パ
リ
』
と
同
じ
技
法

を
、
彼
は
意
識
的
に
使
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
は
こ

の
写
真
集
で
と
り
わ
け
、
古
く
汚
い
裏
道
の
水
溜
り
や
、
老
人
た
ち
の
級
深
い
顔
を
注
視
す
る
。
映
像
は
ぶ
れ
る
こ
と

も
ボ
ケ
る
こ
と
も
な
い
。
余
計
な
感
情
移
入
は
極
力
排
除
さ
れ
、
敢
え
て
言
え
ば
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ア
ジ
ェ
の
よ
う
に
、

消
え
去
り
ゆ
く
も
の
を
注
意
深
く
と
ど
め
お
き
た
い
―
―
と
い
う
観
察
者
の
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
。
『東
方
の
ゲ

ツ
ト
ー
』
は
そ
の
刊
行
直
後
か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
を
よ
く
知
る
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
、
な
ぜ
彼
は
現
代
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

の
生
活
を
撮
ら
な
か
っ
た
の
か
―
―
と
い
う
論
議
を
呼
ん
だ
よ
う
だ
２０
ｏ
だ
が
写
真
集
自
体
を
子
細
に
検
討
す
れ
ば
、

モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
は
む
し
ろ
、
今
を
担
う
自
分
た
ち
の
世
代
の
運
命
を

一
度
棚
上
げ
に
し
て
、
去
り
ゆ
く
老
人
た
ち
と

未
来
の
希
望
で
あ
る
子
供
た
ち
を
対
比
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
が
ゎ
か
る
。
Ｍ
５０
‐
５‐
は
そ
れ
を
最
も
よ
く
あ
ら
わ
し

た
見
開
き
ペ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
「
子
供
と
老
人
」
（ｍ
５０
）
、

込
む
久
々
の
光
に
思
わ
ず
微
笑
む
子
供
た
ち
の
表
情
に
、

そ
れ
が
ヴ
イ
リ
ニ
ュ
ス
で
あ
れ
パ
リ
で
あ
れ
、
モ
イ

・

子貫〔

ち各塁
著:平
営』早な °d
薄
暗
い
街
に
差
し

(左下)図 10d「日光」(No51 4枚組のモンタージュ) み
や
す
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い
も
の
で
あ

っ
た
ょ
ぅ
だ
。
写
真
集

『パ
リ
』

の
表
紙

（図
１
）
を
再
び
見
て
み
よ
う
。
ぉ
そ

ら
く
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
の
壮
大
な
円
柱
と
工
場

の
煙
突
と
の
二
重
映
像
。
他
に
も
入
力
車
と
自

動
車
、
男
と
女
、
ブ
ル
ジ

ョ
ヮ
紳
士
と
労
働

者
、
警
官
と
浮
浪
者
…
…
と
、
二
項
対
立
が
ほ

と
ん
ど
の
映
像
で
く
り
か
ぇ
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
都
市
の
リ
ズ
ム
が
仕
掛
け
ら
れ

て
い
る
。
パ
リ
に
関
し
て
、
こ
ぅ
し
た
ネ
ガ
の

重
ね
焼
き
映
像
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
自
体
は
、

ク
ル
ル
に
同
時
代
、
同
様
の
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー

ジ

ユ

（図
■
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
モ

イ

・
ヴ
エ
ー
ル
の
独
自
性
を
言
い
た
て
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
出

身
の
写
真
家
フ
ラ
ン
ソ
ワ

・
コ
ラ
ー
は

「
フ
ラ

ン
ス
帝
国
」
貧

九
二

一
年
）
と
題
し
た
鮮
烈
な

印
象
の
、
単
品
の
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

（図

‐２
）
を
制
作
し
て
い
る
。
そ
の
明
ら
か
に
植
民

地
支
配
を
糾
弾
す
る
政
治
性
に
比
す
れ
ば
、
モ

(右 )図 11 ジエルメーヌ・クルル「パリ
の交差路」(雑誌

『ヴアリエテ』第2巻 2号、

ff6

図13 モイ・ヴエール iパリ』より、見開き (ページ数なし)

イ

・
ヴ

エ
ー
ル
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
労
働
者
が
頻

出
す
る
と
は
い
ぇ
、
社
会
主
義
的
な
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
読
み
取
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

従
来
、
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
の

『パ
リ
』
に
、
ヴ

ア
ル
タ
ー

・
ル
ッ
ト
マ
ン
の
映
画

『
ベ
ル
リ
ン
』

貧

九
一
一二
年
）
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
正
し

い
。
こ
の
映
画
以
降
潮
流
と
な

っ
た

「
シ
テ
ィ

ー

・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
の
写
真
版
と
見
る
こ
と
は

十
分
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
ル
ッ
ト
マ
ン
の

『ベ

ル
リ
ン
』
で
は
Ａ
Ｋ
Ｔ
ｌ

（
一
幕
）
か
ら
５
ま
で

の
字
幕
が
入

っ
て
、
映
像
は
整
然
と
、
「
朝
↓

夜
」
「平
日
↓
休
日
」
と
い
う
時
間
軸
で
進
行
す

る
の
に
対
し
、
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル

『パ
リ
』
に
は

そ
う
し
た
時
間
軸
は
存
在
し
な
い
。
ク
ル
ル
や
エ

レ
ン
ブ
ル
グ
と
も
異
な
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
ぁ
る
い

は
文
字
す
ら
も
全
て
排
し
て
ベ
ー
ジ
は
進
行
し
、

し
か
も

一
枚

一
枚
の
映
像
中
に
は
さ
ら
に
無
数
の

断
片
が
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
写

真
集
は
、
現
代
都
市

の

「
め
ま

い
と
幻
惑
の
感

都市写真におけるニュー ヴイジヨンーーモイ ヴエール『パリ』をめぐって
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覚
」２‐
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る

（図
１３
）０

世
界
同
時
多
発
的
に
進
行
し
た
写
真
の
ニ
ュ
ー

・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
時
代
、
そ
の
形
式
と
内
容
の
乖
離
、
つ
ま
り
技
法

そ
の
も
の
が
目
的
化
さ
れ
る
お
そ
れ
を
、
す
で
に
渦
中
の
人
間
た
ち
は
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
モ
イ

・
ヴ
ェ

ー
ル
の
二
冊
の
都
市
写
真
集
は

一
つ
の
回
答
を
提
示
し
て
い
る
。

モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
は

一
九
三
四
年
パ
レ
ス
チ
ナ
に
再
亡
命
後
、　
一
九
三
七
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
取
材
し
た
。　
一
九
四
五
年
の
終
戦
と
と
も
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
事
実
を
知
っ
た
彼
は
、
七
年
前
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

撮
影
し
た
写
真
を

『虐
殺
さ
れ
た
民
族
の
顔
』
と
い
う
題
名
で
出
版
企
画
す
る
が
、
経
済
的
理
由
か
ら
実
現
し
な
か
っ

た
。
大
体
に
お
い
て
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
の
故
郷
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
の
ゲ
ッ
ト
ー
自
体
、　
一
九
四
三
年
九
月
に
完
全
破
壊
さ

れ
、
結
局
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
住
民
は

（強
制
収
容
所
送
り
の
上
）
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
写
真
集

『東
方
の
グ
ッ
ト
ー
』
は
、
文
字
通
り
図
ら
ず
も

「虐
殺
さ
れ
た
民
族
の
顔
」
で
あ
り
、
地
上
か
ら
消
え
た
街
区
の
数

少
な
い
証
言
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
並
置
さ
れ
る
写
真
集

『パ
リ
』
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
首
都
と
い

う
よ
り
む
し
ろ
、
全
て
を
呑
み
込
ん
で
進
行
す
る
現
代
都
市
を
表
象
し
て
、
二
〇
〇
六
年
現
在
ま
っ
た
く
古
び
て
い
な

い
。
新
し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
編
み
出
し
た
写
真
技
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た

一
人
の
制
作
者

の
な
か
で
こ
そ
、
透
徹
し
た
予
知
力
を
も
っ
て
駆
使
さ
れ
得
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

1誰

今
橋
映
子

『〈パ
リ
写
真
〉
の
世
紀
』
白
水
社
、
二
〇
〇
三
年

な
お
本
稿
の
も
と
と
な
る
コ
ラ
ム
が
同
書

一
四
四
～

一
四
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
ブ
ラ
ッ
サ
イ
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『ブ
ラ
ッ
サ
イ
　
パ
リ
の
越
境
者
』
白
水
社
、
二
〇
〇
七
年

写
真
家
自
身
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
写
真
家
の
厳
密
な
指
示
に
従
っ
て
制
作
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ガ
の
制
作
と
、

基
本
的
に
は
同
時
期
で
あ
る
。
な
お
、
写
真
用
語
や
写
真
史
上
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
が
参
照
に
便
利
で
あ
る
。

υ
や
どヽ
ヽ
ヽ
ｏ
」ヽ

ヽ
ヽ
き
ヽ
一
ｏ
Ｓ
・
ｒ
“
ｏヽ
」
φ∽ｐ
〕ΦΦ
０

ジ
ル

・
モ
ラ

『写
真
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ー
ー
技
術

・
表
現

・
歴
史
』
（前
川
修
他
監
訳
）
昭
和
堂
、
二
〇
〇

一
年

ｏ
ｏ
ヨヽ
２
●
ｏ
＾
【Ｌ
Ｆ
専
゛
ミ
ヽ
（も
ｏヽ、す
ｏ
ｏ
ヽ
ｏ
「
δ
いｏ●
一
『
２
３
・
口
Ｐ
＞
・
０
２
”
く
”
´
Ｐｏ
一
∞

‐
‐
‐
・，
』
Ｓ
Ｓ
×
ヵ
ヽ
ミ
∽
（計ｏｘ
けｏ
ヽ
ｏ
「
『
ｏ
σ
ン
ロ
ｏＬ
・̈
一
く
ｏ
Ｌ
”
”
ヽ
ｏ
【
刀
ｏ
一，
ｐ
ＰΦ
一
〇

、
母
ド
ヽ
Ｎ
＆

いヽ
ヽ
ヽ
ゃ
ヽ
ヽ
ヽ
ｂ
ヽ
こ
●
Ｃ
８
貯
ｏ
Φ
ヽ
ｏ
フ
ｑ
【ｏ
く
，
ｏ
Ｏ
一ヽ“じ
こ
ｏ
●
ρ
“
一０
お
，
ＰΦ
∞
ｏ

ω
ヽ
”
∽
∽
餞

・
ゝ
ヽ
ミ
●
ヽ
ヽ

ミ
ヾ
き

（
お

Ｘ
一
ｏ

ヽ
ｏ

「
“
“
【
て
δ

ヽ
”
●
０
ン

＞

ヽ
一
∽

ｏ
け
て
写

け
お

『
∽

”
『
”
ｏ
〓

Ｏ
Ｌ
Ｏ
ρ

】
０
∞
Ｎ

＞
●
０
【０
パ
ｏ
詳
ｏ、∽ド
ヽ
ミヽ
∽
ヾ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
、
ミ
ヽ
ょ
ヽ
「ヽ
ミ
∽ヽヽ

↑
ｏｘ
けｏ
Ｏ
ｏ
フ
で
Ｓ
ｏ
Ｏ
ユ
“●
Ｙ
ピ
」σ
２ヽ
■
ｏ
「
ざ
，
Ｐｏω゙

卿
ｏげ
ｏヽ
一
∪
ｏ」の●
ｏ”●
ヽ
い
ヽ
ω
ヽ
ヽ
お
ミヽ
ヽ
ヽ
ヽ
「
ゞ
みヽ
　
（一ｏＸ
けｏ
Ｏ
ｏ
ω
一餞
∽ｏ
Ｏ
ｏ●
ヽ
”ヽヽ
∽）
ｒ
”“
∽“●
●
ｏ
一
ｒ
，
０
０
」
Ｏ
ｏ
α
“
ｒ
」く
らｏヽ
「
”【】∽

”
】ｏヽ

ｏヽ
∽
ｏＬ
お
『́

Ｈで
も

日
ヽ
´

「
ヽ
ミ
●
ヽ
あ

ミ
ざ
ヽ
∽

（ｏ
ヽ
０
や
ｏ
ｏ

Ｏ
ｏ
「
Ｑ
富

Ｏ
ｏ
ｏ
け
ｏ
”
Ｆ

け
Ｏ
Ｘ
け
０
∽
０
〇
一
〇

”
」
け
ｏ
●
ヽ
し
　
げ
”
口
∽
“
●
●
０

¨
Ｕ
０
９

０
Ｓ
Ｆ
ｏ
♂
●
け
２
●
ｐ

Ｐ
ｏ
ｕ
ｏ

‐―
―
‐ヽ　
．０
、、ミ
ヽ
いヽ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
やヽ
ミ
Ｓ
ヽ
゛ヽ
∽
（けｏＸ
一ｏ
Ｏ
ｏ
」”ｏＯ
●
ｏ∽
”
０ヽく
０ヽ
一ン
ｒ
”●
∽”●
●
０
¨
∪
ら
，
０
一”【ヽ
ｏいｏ●
一“一●
ｏ・
ＰＯｕ
】

コミ
〓
Ч

刀
ｏ
●
】コ

ω
ミ
ざ
ヾ
ミ
ざ
』
や
ヽ
ミ
ミ
ｏ
ヽ
き
ヽ
」

↑
Ｏ
ｘ
［
Ｏ
Ｌ
ｏ
「
Ｌ
≦
”
ｏ
Ｏ
〓
２
じ
・
＞
『
け，
”
“
，

Ｐ
Ｏ
い
，

国
０
バ
５

０
ｏ
『
”
】∽
オ
ｏ
Ｆ

”
ヽ
ヽ

きヽ
ミ
０
黙
・К
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
ン

き

∽
ミ
ミ
『
Ｑ
ミ

ミ
ミ
ミ
ヽ
０

「
ゝ
´

＞
日
絡
ｏ
い
Ｏ
Ｎ
８

¨
∪
Ｏ
ω
Ｏ
Ｎ
に
ｏ
ω
■

Ｐ
ｏ
い
０

「
ｏ
，
”
●
く
”
●
Ｏ
ｏ
『
パ
ｏ
“
庁
ｏ
Ｐ
力
ヽ
ヽ
ン
ミ
ｓ
きヽ
ヽ
Ｆ
い
Ｓ
げ
・
口
一】く
ｏ
∽ヽＥ
Ｂ
一
∪
同
ω
Ｏ
・
ｏ
，
ＰＲ
３

ω
『
”
∽∽
銭
・
い
ヽ
「
ヽ
ヽ
∽
ヽ
●ヽ
ヽ
ヽ
はヽ
∽ヽ
も
，
０
●
】〓
Ｂ
“
『，

Ｐｏ
『
９

‘く
一
日
“
口
Ｐ
”
［一ｏ
】●
・
「
ヾ
ド
ン
＋
い
で
ヽ
ミヽ
・
ツヽ
いｏ
つ
”ヽ
〓
Ｎ
Ｏ
Ｏ
”
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7  6

＞
●
ヽ
【
ｏ
く

ガ
ｏ
計
Ｆ

『
゛
ヽ

ω
ｏ
ｏ
ｓ

ｅ
、
』
ヽ
』

ω
ｓ
ｓ
ヽ
●

「
∽
ヽ
ミ

ミヽ
ヽ
ヽ
ゝ
ヽ
ｏ
」験
ヽ
ヽ
ヽ
や
や

ω
ｓ
、
ォ

０
、
ヽ

へ

『
ミ
ミ
ヽヽ

ヽ
さ

６
ヽ
ヽ
き
ヽ
ド

Ｚ

く
，

”
ヽ
「

∪
ヽ
一け
一ｏ
●
´

Ｎ
Ｏ
Ｏ
〓

●
ｏ
「
〇
‐ヽ
∞

他
に
早
く
か
ら
同
写
真
集
を
紹
介
し
た
文
献
と
し
て
、

０
，
【
】の
一
一
，
●
　
ω
ｏ
●
ｏ
」
ｏ
【
０
●

』
）ヽ

∽

ヽ
ヽ
ミ
に
ヽ
●
」
ゃ
ミ
ヽヽ

∽
　
ヽ
ミ
ミ

ヽ
ヽ
ミ
に
ヽ
い
　
ヽヽ
０
」
ヽ
ヽ
∽
　
一　
ヽヽ

　
ミ
ο
ミ
ヾ
も
ヽ
ヽ
ヽ
　
ヽ

●ヽ
」
も
ヽ

ヽ
ヽ
も
、
ο
い
ヽ
い
、
ゃ
ヽ
い
ミ
ヽ
　
ヽ
ヽ

「
ヾ
ヽ
ヽ
６
ヽ

』
Ｓ
Ｎ
Ｏ
‐』
嗚
侭
も
ヽ
けＳ
，
【
く
”
〓

Ｐ
ｏ
ｏ
『
ヽ
も
い
ヽ
０

〓

２

く
０
い

「
ヽ
ヽ
お

（『
”
ｏ
■
日
一ぉ

【
０
も
【
ｏ
Ｏ
“
Ｐ
ざ
Ｆ

〓
ヨ
』お
０
０
２
計
】ｏ
●
Ｒ

Ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
０
０
，
ｏ
３

・
０
０
９

、
Ｆ

ぃ
ｏ
ｏ
ト

な
お
ｕ
，

Ｎ
ｒ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
ー
ル
　
ラ
ガ
ー
フ
ェ
ル
ト
が
経
営
す
る
出
版
社
で
、
稀
凱
本
の
再
版
を
多
く

手
が
け
て
い
る
。

同
写
真
集
を
開
覧
さ
せ
て
下
さ
っ
た
金
子
隆

一
氏
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

モ
イ

・
ヴ
ェ
ー
ル
の
詳
細
を
知
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
ω
Ｏ
●
ｏ
」
Ｒ
無

の
前
掲
書
、
お
よ
び
以
下
の
文
献
が
信
用
に
足
る
。

〓
″
ヽ
σ
ｏ
ヽ
計

マ
いｏ
一Ｏ
ｏ
『
】●
”
´
《
∪
ｏ

ω
”
‘
〓
“
“
∽

”
●

０
す
０
一
０
」ｏ
●
ヽ
●
“
一″
●
口
ｏ
》

ヽ
”
●
∽

「
さ
ｏ
いｏ
い
ヽ
ミ
）ゃ
ゃ

ω
ヽ
゛ヽ
や
ヽ
あ゙

』
％
』
Ｓ
，』
０
い
も
・
国
０
９

０
”
ヽ
『
０、
ヽ

ω
”
“
，
“
●
∽
ｔ
′
ヽ
ｏ
口
”く
ヽ
Ｈ
Φ
Φ
Ｏ
・
ｏ
も
　
ヽ
い
，Ｎ
Ｏ
　
い
０
い

８
　
湯
浅
剛

「鉄
狼
団
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
」
『世
界
民
族
問
題
事
典
』
所
収
、
平
凡
社
、　
一
九
九
五
年
。
そ
の
他
リ
ト
ア
ニ
ア
関
係
の
項
目

を
参
照
。

９
）

を
い　
く
ｏ
ｏヽ
げ
ｏ
】ｏ
，
一ρ
”
」ヽ

Ｑ
ｓ
『ヽざ

ミヽ

０
●Ｓ
ヽ
（】゙
゛ヽ
ヽ
ヽ
）
（口
”●
ｍ
２
ｏ
】けｏ
け
く
ｏ
●
∽
　
０
，
つ
ｏｏ
“
ンヽ
ド
ロ
■
０
一
一
〇
いｏ
〓
『
”
∽２
】
く
ｏ
Ｌ
，
”

ＰΦ
ω
Ｐ

ｌＯ
一　
く
一”
Ｏ
Ｆ
２
ヽ
ロ
マ
”
“
´
Ｑ
もヽヽ
ヽ
「
ｓ
ｓ
」ヽ
い
Ｎ
Ｓ
ヽ
お
、
゛ヽ
ヽ
摯
の
ヽ
ミ
や
ヽ
Ｓ
』
％
点
Ｓ
べ
∞
・
０
２
３
σ
Ｌ
Ｏ
”
ｏ
ヽ
ｒ
Ｏ
●
Ｏ
ｏ
口
一
↓
〓
ｏ
マ
ロ
↓
”
ｏヽ
∽，
い〇
〇
Ｎ

ｎ
　
『
ラ
イ
オ
ネ
ル

・
ウ
ェ
ン
ト
写
真
』
展
カ
タ
ロ
グ
、
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
、
二
〇
〇
三
年

な
お
ウ
ェ
ン
ト
に
つ
い
て
は
同
展
企
画
を
担
当
し
た
学
芸
員
黒
田
雷
児
氏
よ
り
直
接
ご
教
示
頂
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

‐２
　
『石
田
喜

一
郎
と
シ
ド
ニ
ー
カ
メ
ラ
サ
ー
ク
ル
』
展
カ
タ
ロ
グ
、
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館

（光
田
由
里
編
）
、
二
〇
〇
二
年

・３
　
以
下
、
パ
リ
で
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
写
真
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
橋
前
掲
書

（二
〇
〇
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
欧
米

に
お
け
る

「
ニ
ュ
ー

・
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
」

の
動
向
を
豊
富
な
図
版

で
ま
と
め
た

の
は
、
『
ざ

≧
Ｓ

でご
Ｓ

ヽ

ヽ
゛
ｏ
さ
電
ド
ヽ
ヾ

゛
ヽ
ヽ
゛ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

専
♂
ミ
ヽ

Ｓ
ヾ
あ
・
Ｚ

く

¨
弓
す
ｏ

マ
お

質
ｏ
も
２
【計
”
●

蜜
Ｆ
゛
ｏ
●
ヨ

ｏ
「
＞
【
●

Ｈ
Ｏ
∞
９

一
九
二
八
年
は
特
に
、
サ
ロ
ン

・
ド

・
レ
ス
カ
リ
エ
に
お
け
る
第

一
回
独
立
写
真
サ
ロ
ン
の
開
催
と
、
グ
ラ
フ
雑
誌

『ヴ
ュ
』

（
ぶ
し

の
刊
行
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
ヘ
の
転
換
点
と
契
機
と
さ
れ
て
い
る
。

『光
画

傑
作
集
』
（日
本
写
真
史
の
至
宝
、
別
巻
）
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
五
年
に
全
巻
目
次
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

右
記
国
書
刊
行
会
か
ら
完
全
復
刻
版
刊
行
、
二
〇
〇
五
年

伊
奈
信
男

「写
真
に
帰
れ
」
亀
光
画
』
第

一
巻
第

一
号
、　
一
九
三
二
年
五
月
）
右
記

『傑
作
集
』
再
録
、　
三
二
頁

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
著
、
久
保
哲
司
編
訳

『図
説
　
写
真
小
史
』
所
収
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、　
一
九
九
八
年
、
四
九
～
五
〇
頁

今
橋
映
子

「写
真
史
が
生
ま
れ
る
瞬
間
―
―
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ

・
ア
ジ
ェ
と
仏

・
米
現
代
写
真
の
言
説
」
（甚
野
尚
志
編

『歴
史
を
ど
う

書
く
か
』
所
収
、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
六
年
）

〓
く
，
国
〓
お
●
σ
●
お
Ｌ
゛

ｂ
ミ
ン

〓
８
８
ヨ

¨
ヾ
ＯＬ
ヽ
８
８

（「
ｇ
ざ
８
８
計“
鴨

“ａ

８
∽』ｍ
●
げ
く
口

ｒ
」の作
斗
じ

〔原
著
ロ
シ
ア

護
叩
〕
行復
釧
鮮
双
　
旬
”
一ヽの
一
日
０
常
０̈●
∽
『
ｒ
ヽ
い
ｏ
ｏ
９

〓
”ｘ
コミ
２
Ｅ
３
け
Ｆ
”
ｏ
ま
ｏ
ｌ
ｏ
い
↓
゛
ヽ
Ｑ
゛
ヽヽ
さ
い
ヽ
ミ
ヽ
」ヽ

Ｓ
Ｓ
こヽ
す

り
ざヽ
い
ミヽ
ン
ヽ
υ
ミ
さ
”
ｓヽ
こ
ミ
ミ
・
∽
ｏつ
■
いＯ
ＰΦ
∞
ｒ

テ
ク
ス
ト
の
内
容
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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参
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文
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ー
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エ
イ
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『
フ
オ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
　
操
作
と
創
造
』
（岩
本
憲
児
訳
）
フ
イ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
〇
〇
〇
年

飯
沢
耕
太
郎

『〔増
補
〕
都
市
の
視
線
―
―
日
本
の
写
真

一
九
二
〇
―

一
九
二
〇
年
代
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
五
年
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り
　
貧
困
と
街
路
の
詩
学
』
（都
市
出
版
）、
買
パ
リ
写
真
〉
の
世

紀
』
（白
水
社
）
、
「展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
愉
し
み
』
（編
著
、
東
京

大
学
出
版
会
）、
「ブ
ラ
ッ
サ
イ
　
パ
リ
の
越
境
者
』
（自
水
社
）

が
あ
る
。

徳
丸
吉
彦

（と
く
ま
る

。
よ
し
ひ
こ
）

一
九
三
六
年
、
東
京
生
ま
れ
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授

・

放
送
大
学
客
員
教
授
。
音
楽
学
、
と
く
に
民
族
音
楽
学

・
音
楽
記

号
学
専
攻
。
共
編
に

『ガ
ー
ラ
ン
ド
世
界
音
楽
大
事
典
７

一
東
ア

ジ
ア
』
Ｔ
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
ラ
ウ
ト
リ
ッ
いと
、
著
書
に

『音
楽

・

記
号

・
間
テ
ク
ス
ト
性
』
（英
仏
独
文
、
東
京

一
ア
カ
デ
ミ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
）
が
あ
る
。

菅
原
克
也

（す
が
わ
ら

。
か
つ
や
）

一
九
五
四
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教

授
。
専
門
は
比
較
文
学

・
比
較
文
化
。
主
な
論
文
に

「放
蕩
息
子

の
帰
還
―
―
永
井
荷
風
の
西
洋
体
験
と
日
本
再
発
見
」
翁
異
国
ヘ

の
憧
憬
と
祖
国
へ
の
回
帰
し
、
コ
一行
詩
と
し
て
の
ハ
イ
ク
ー
ー

Ｒ
・
Ｈ

・
ブ
ラ
イ
ス
に
よ
る
俳
句
の
翻
訳
に
つ
い
て
」
翁
比
較
文

学
研
究
』
六
九
）
が
あ
る
。

池
田
信
雄

（
い
け
だ

。
の
ぶ
お
）

一
九
四
七
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
教
授
。
ド
イ
ツ
文
学
紹
介
誌

『∪
ｏｒ
」

（論
創
社
刊
）
編
集

長
。
編
著
書
に
、
シ
リ
ー
ズ
言
語
態

『間
文
化
の
言
語
態
』
（東

京
大
学
出
版
会
）、
訳
書
に

『ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
全
集
』
釜
ハ訳
、
沖

積
舎
）
、
ト
ー
マ
ス
　
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

『消
去
』
（み
す
ず
書
房
）

な
ど
が
あ
る
。

井
上
　
健

（
い
の
う
え

。
け
ん
）

一
九
四
八
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
教
授
。
専
攻
は
、
ア
メ
リ
カ
文
学
、
比
較
文
学
。
著
書
に
、

『作
家
の
訳
し
た
世
界
の
文
学
』
（丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
「現
代

ア
メ
リ
カ
文
学
を
翻
訳
で
学
ぶ
』
（バ
ベ
ル
　
プ
レ
ス
）、
共
著
お

よ
び
編
著
に

『
ア
メ
リ
カ
文
学
の
学
び
方
』
（南
雲
堂
）、
「翻
訳

の
方
法
』
（東
京
大
学
出
版
会
）、
『翻
訳
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』

（世
界
思
想
社
）
な
ど
が
あ
る
。
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装
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者
　

山
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明

　

本
茎
ア
ー
タ
作
成
　

講
談
社
プ
リ
プ
レ
ス
制
作
部

印
刷
所
　

信
毎
書
籍
印
刷
株
式
〈本社

　

製
本
所
　
大
国
製
本
印
刷
株
式
会
社

定
価
は
カ
バ
ー
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

落
丁
本
・
乱
丁
本
は
購
入
書
店
名
を
明
記
の
う
え
、
小
社
業
務
部
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

送
料
小
社
負
担
に
て
お
取
り
替
え
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
本
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
学
芸
局
選
書
出
版
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
（日
本
複
写
権
セ
ン
タ
ー
委
託
出
版
物
〉
本
書
の
無
断
複
写
（
コ
ピ
ー
）
は
著
作
権
法
上
で

の
例
外
を
除
き
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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